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するものである｡ そのさいとくに, 彼がディルク1)をいかに壬巴撞 Lているかを
検討することによ1て,この課題に迫ろうとするものであるn
マルクスは周知のように 『剰余価値学説史』において,｢経済学者たちにた
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とい うのである｡ディルクがこの ｢自由処分可能時間｣をいわば歴史の未来に
おいて ｢真実の国民の富｣ として提示 したとすれば,マルクスはこの時間が現
在の社会においては階放的に実現されていることを示 した といえよう.つまり,
滞勢的に形成 された ｢自由処分可能時間｣が,｢剰余労働時間｣,｢少数者の非
労働時間｣および ｢失業時間｣ として,総 じて ｢過剰労働時間｣ として階級的
1) 本稿は｢ディルクの剰余価値論｣ (上)(下)京都大学『経済論叢』第125巻第3号,昇126巻
第1･2号の続編をなすものである｡ディルクについて詳しくは拙稿を金原されたい.
2) K Marx.77Leu7enub〝･(お7%MehrueTTt,26ⅠⅠⅠ,Dlet211967SS234-5.S.254 『剰余価
値学乱は)』国民文庫10ページ.44ページ｡









3篇第 5章か ら第 7章において ｢剰余価値の一般的概念｣が与えられるとし,
























再生産に必要な商品の価値 (賃金) との (価値の)差｣ として示 していること
に求めている｡ この提示の仕方は,彼によれば,労働力が純然たる商品として
示されていて, これが ｢搾取の完壁な理論｣ とみなされるかぎり,労働条件 と
再生産の条件が軽視 される可能性があるというU)である8)0
これをうけて同じく E･バ l)パーノレはマルクスにおける ｢Mehrwert｣が科学
的概念であることをもって日常語たる ｢plus-valuc｣ に潮訳されることを拒否
し, ｢su,vale.｣,｣ と翻訳さるべきことを掛 昌するO彼によれは ｢plusIValue｣
なる語は16世紀以来 日常語で用いられる ｢簿記的な｣言葉であり,たとえばフ
ランス議会の議題になった ｢付加価値税法秦 propoSdel'1mpatSurlesplus-










『資本』節 l部第3簾 ｢絶対的剰余価値の生産｣の第 5章は ｢労働過程 と価
値増殖過程｣ と題され,第4,5両簾の基礎を与えているoこれは,罪-篇 ｢商
品と貨幣｣第1章 ｢商品｣第 1節および第2節で与えられた ｢商品の2要田｣
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と ｢商品で表示される労働の二重性格｣の高次展開である｡
さらにこの視点のもとに,第 6章 ｢不変資本 と可変資本｣が叙述される｡す
なわも,労働過程の立場か ら生産手段および労働力 として区別される同じ資本
諸成分が,ここでは価値増殖過程の立場から不変資本および可変資本 として区
別 されるのである8)O そこでは前者は具体的有用労働によって, たんに価値を
雅持 または移譲されるもの として把握され,それ故に価値増殖について不変で
あることが語 られる｡ これに対 して可変資本は資本のうちで労働力に転態され
る部分であり, これこそが抽象的人間労働によって価値を創造する,従 って価
値増殖について可変であることが語 られている¶)0
ところで, このことによって ｢plus-value｣ は新たな規定をうけ とるo 既に
舞2篇第 4章 ｢貨幣の資本-の転化｣第 1節 ｢資本の一般的範式｣ に お い て
｢plus-value｣は次のように名づけられていたO
｢だか ら, この過程の完全な形態は G-W-G′であって′ この G′は.G+
AG,すなわち,最初に投下された貨幣額プラス増加分に等 しい｡ この増加分
(Inkrement).すなわち最初の価値をこえる超過分 (tlberschuβ) を,私は
名づけて- 増加価値 (Mehrwert,surplusIValue) と呼ぶo｣10)
8) K Marx,DasKaptEal,ErsterBand.Dlelz,19695.218,長谷部文雄訳 『資本論』 (2】青
木頚:康375べ-i>0
9) Iaid,SS 214-225,同361-377ページ.
なお, 『経済学批判』 (1861-3年草稿)では, ｢不変資本｣と｢可変資本｣は ｢2 絶対的剰
余価値｣において語られているが,それらと ｢価値を維持する労働｣-｢現実的労働｣および
｢新価値を付加する労働｣-｢抽象的な社会的労働｣との関連は, ｢1 貨幣の資本への転化.
2 労働との交換｡労働過程｡価値増殖過程｣ の ｢価値増殖過程｣において説明されている.
K.Marx,ZurKrwi丘 ん`rPoZgおchcnOho脚 W (Mmuskr⊥pt186ト1863),DletZ.1976.
SS66-70『資本論草稿集4経済学批判Ⅰ』大月書店117125ペーi>｡
また,『経萌=学批判要綱』におけるこの間題につい7:紘,内E]弘 ｢貸幹の資本-の転化｣ 『コ




O ko770mZe(Rolentwurf)S 955高木幸-_郎監訳 『経済学批判要綱J)大月垂店1965年VIO79
ペ-12参観｡
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そ して更に,第 3篇第 5章第 2節 ｢価値増殖過程｣ では, ｢plusIValue｣ は
｢その生産のために必要 とされ る諸商品- それ らを得 るために彼が市場 で自
分の多大の貨幣を投下 した生産手段 および労働力- の価値捻衝 よ りも大 きい
価値｣1】) とされている｡
ここでは先 の ｢増加価値｣が ｢最初の価値｣ たる ｢生産手段 および労働力｣
の佃値 を超 える超過分 として規定 されてお り, まさに これか ら生産過程 に媒 介
され るこ とが示唆 されている0)であるO それは,労働過程 と価値形成過程 との
統一 としての ｢商品の生産過程｣ であ り, またそれはJ労働過程 と価値増殖過程
との統一 としての ｢資本家的生産過程 ･商品生産 の資本家的形態｣ であるはか
は ない.,
｢剰余価値は依然 として,労働の量的超過によってのみ, 同 じ労働過程-
一方の場合 には糸生雇 の過程,他方の場合 には宝玉生産 の過程- の時間的
＼ ここで ｢plus-value｣を ｢増加価値｣と訳出するのは次の理由による｡すなわち, ｢商品所有




値概念の再検討｣ 『経済セミナ 』ー1976年 3月号.同 ｢El常詩と科学的概念｣ 『現代思想』1975
年12月臨時増刊号｡/てガドクー リャ, ヴィコツキー 『マルクスと経萌=学の方法 (上)』大月書TE
1978年｡






つまり.ここでは ｢増加価値｣の ｢乗打余価値｣としての概念抱睦が問宙なのである｡ ｢困難は,
労働がどのようにして前提された交換価値よりもより高い交換価値をつくりだすことができるか
という点にある｡｣ GrundT7SSe,OP czt,S Z24前掲轟236ベー-/.
従･,て,ヴィゴツキ-が言うように,単に ｢まだ利潤を考察している｣ということではない｡















ことにしようO-買うすると以上から, ｢増加価値｣･-｢生産手段 と労働力｣ のイ卸
値をこえる ｢増加価値｣-｢剰余価値｣ という論理展開が得られるであろう｡つ























にみたように 15), ｢剰余価値の起原 Ursprung｣論 として事実上ス ミスにおい














く,また剰余価値を所与の生産物価値 (つまり労働 日一定)から賃銀を差 し引
14)Ibzd.,S 231同385べ-ジ｡
15) ス ミ^および リカー ドゥの剰余価値論についてはさしあたり漸鴇拙稿第 1,2節 を参膿 された
いO
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いた ｢残余｣ として把えることによって,絶対的剰余価値 (したがって ｢剰余
価値の起原｣)を把握することはなかった.それ故に,役は資本家社会を社会的~
生産の永遠の自然的形態 としたのである｡絶対的剰余価値論 とはたんに労働時=





｢諸 々の 経済的祉全構造を- たとえは 奴隷制の社会を賃労働の社会 か ら
- 区別するものは, この剰余労働が直接的生産者 ･労働者 ･から絞 り取 ら
れる形態に他ならぬのであるoJ16)
これまでの叙述か ら, ここでは次の3点を確認 しておこう｡第 1に, これま
で剰余価値は,生産物価値の うちノそれの生産諸要素 (C+Ⅴ)の価値をこえる
超過分 として説明されてきたが, ここでは不変資本部分を零 とすることによっ
て,可変資本の自己増殖による剰余価値生産がより明示的に表現されているこ
と｡つまり,｢生産物価値 (C+Ⅴ)十m｣が ｢価値生産物 (Ⅴ+m)｣に還元され
ることによって.価値創造 と価値変動 とが純粋に考察されうるのである｡それ
は,化学的過程に用いられる蒸留器その他の容器が分析にさいしては捨象され















の価値総額 との差額,あるいは前著か ら後者を睦俊 した残余 として計算 される
であろうO確かに-ル クスも量的大いさが問題である場合.そのようにしてい
るOだが.同時に彼はこの剰余価値丸 これまでみてきたように ｢超過分｣ と
して説明 している｡ このことは何を意味するであろうか｡それは,剰余価値が
可変資本価値の ｢超過分｣ として生産 されるとい うことノつまり ｢剰余価値の




ること｡そ してこの点 もリカー ドゥに対する批判 となっていることである｡ リ
カー トウによれば,労働の価値 したが って必需品の価値はそれに投~下された労
働の量によって決まるo これはそれ自体正 しいOだが.労働者は同時に, この
必需品の価値に等 しい商品を, 自己の労働 日の一部分において生産する｡換言
すれば,彼は自己の必需r'F'pの価値を再生産するために, - Hの一部を労働する
のである｡ リカー ドゥは ｢剰余価値oj起原｣には無関心であったが故に, この
ことを明確に語 らなか ったのである｡
｢労働時間による価値規定が リカー ドゥにおけるようにそれ自身 『無規定』
であるあいだは, それは逓巾 〔T,ッシャー等〕 をたじろがせはしないU とこ
ろが,労働 日やその諸変化 とiE確に結びつけられるや否や,彼 らにはまった
く不愉快な薪 Lい燈火が魂かる｡｣18)
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さて,以上のことを確認 したうえで,第8章 ｢労働 日｣に移ろう｡
まず第 1節 ｢労働日の限界｣では,絶対的剰余価値は必要労働時間をこえる
労働 Elの延長であることが前提され,そのうえで労働時間の長さ,すなわちそ
の量が固有に問題 とされる (第 3- 7節)0



















＼ らく危険で反警察的な結論とに対する弁簡論的な恐怖であるJ KapILal,opcd,S 231.前掲








Zelt)はすへて自然的に も法律的にも労働時間であ り, か くして資本O-)自己
増殖のためのものであるO人間的教養, 精神的発 嵐 社会的職分 (sol,1aler
Funktionel)の遂行,社交 (gesellgem Verkehr),肉体的および精神的生
命力の自由な活動 (frelenSpICl),のための時間は, 日曜 Elの安息時間でさ
え も,- しか も所は安息 日厳守の国だ った として も- まった く愚に もつ
かぬ ことである !｣21)
第 9章では剰余価値の率 と分量に関す る三法則がまず定式化 され るOついで
労働 日の長 さが一定のばあいには,剰余価値の分量は労働老総数す なわち労働
者人 口の増加によって増加 され (同時的労働 日の数の増大), 人 口の大いさが
一定のばあいには,剰余価値生産の限界は労働 日の可能的延長によって与えら
れることが指摘 されている22). そして, この ことは相対的剰余価値の生産 と対
比 されて,絶対的剰余価値の生産にのみ妥当することが指摘 されているのであ
る｡
そ して最後に,絶対的剰余価値 とは何かを次の 4点において確認するのであ
る｡
第 1｡資本 とは労働に対する指揮 (Kommando)であることO
第20資本 とは剰余労働に対する強制権 LZwangstlteI) であること｡そ して
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かかるものとして資本は′精力 (Energie),無紐皮および効果o)点で, これ ま
でのあらゆる社会形態を産罵 していること｡






いう顕倒 (Verkehrung).転置 (Verruckung)｡ 絶対的剰余価値論 とはまさに
かかる資本の本性を端的に語 り出す ものにはかならない24㌔
こうして, これまで展開 してきた剰余価値形態を,マル クスは,相対的剰余
価値 との対比において,次のように概念定義するのであるO
｢労働 日の延長によって生産 される剰余価値を私は絶対的剰余価値 と名つけ
る｡ これに反 し,必要労働時間の短縮 ･およびこれに照応する労働 日の両構
成部分の量的割合における変化 ･から生ずる剰余価値を,私は相対的剰余価
値 と名づける｡｣25)
ここ第4篇第10章 ｢相対的剰余価値の概念｣ に おいて, 絶対的剰余価値は







労働力を支配し吸取する死んだ労働として,対応する｡｣ Zbld.S.446前掲等(a)685- I i>｡
25) Ibzd,S 334.前掲書(a)533ページ｡
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る｡労働の現存生産性- それから基礎 としての資本関係が出発する- は,
自然の賜物ではなく.幾十万年にもわたる歴史の賜物であるo｣28)
27) Ibd･,S 534,同807べ-ジ｡
28) lbd,S.535.同808ペー ジ ｡
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この点に関連 して,マルクスが レイゲンス トーンか ら次の引用を行なってい
ることを確認 しておこうDそれは次のことを語 り出す ものであるOすなわち,
生産力の発展がただ必要労働だけを行なうに十分な程度でしかない とすれば,
他人のための剰余労働は行なわれないこと,換言すれば,必要労働時間をこえ












処分のできる時間 (dlSpOnible Zelt) はないのであ り, かかる余分な時間
(uberschusslgeZelt)なしには,剰余労働 もなく,したがって資本家 もなく,
29) PRavensturlc,TyLUuBjLsu7 1んLJFundi'LB System LZ〝d ItsEHect5,1824 1{eley's
reprlnt1966.p14
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31) K7-uZk,o♪ cit,S 285.
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の大 い さを規定 す る原因 にす ぎないo｣82)
要約 しよ うO ｢剰余価値 の起原｣論W)とは. 労働 日を一定 とした うえで必要
労 働 を こえて他人 のために剰余労働 を捉供 す る, つ ま り相対 的剰余価値 も絶対
的 であ る, と把握 す るこ とに よ ってその剰余労働 を搾 り取 る形態 を問 う もの で
あ る と同時 に,剰余 価値 の発 生 -存在理 由 を問 うことに よ って ｢資本 自身 の発
生論｣ を語 り出す ものである こ と, これ であるO従 ってそれ は, 単 なる相対的
剰 余価値 (リカー ドウ) とは異 な って,｢資本 の歴 史的必然 性｣｢資本 O-)歴 史的
プpブ L'-1-ナイク
根 拠づ け｣ を把 握す る問 題 圏 を開示 す る ものに他 な らないo ｢資本主義 制度
の 一般 的基礎｣ としての絶対 的剰余価値論 は, この こ とを批判的 に明 らか に し
よ うとす る もの である と思われ る｡






も研究していないことである｡ ｣ (S 233)
第2に,それ故,社会を歴史的な形態において把塩できなかったこと｡｢彼にあっては.また
も,食労働と資本は自然的なものとして捉えられ,使用価値としての富の生産のための一定の歴




33) この ｢剰余価値の起原｣論に注目されたのは松原四郎氏である｡砂原 『イギ1)ス経済思想史』
未来社1973年,103-4ベーン｡
但し,私は ｢起原 Ursprung｣を ｢源泉 Quele｣とは意讃始勺に区別して, 多くのばあいl#に
｢発生 Entstehlmg｣あるいは ｢発生原田 Entstehungsursache｣という意味で用いているOつ








的に閲示すこると｣ (平田清明 ｢発生史的方汝とは何か｣ 『経済セミナ-』1978年10月号51ペー
ジ)である,と私は考える｡





















れているということであるO資本家階級 と労働者階級 との間の階級闘争 とは,
この対立的時間規定を揚棄することにおいて,経済闘争でもありまた政治闘争
でもあることによって社会闘争であるほかはないのである｡それは対立的時間
規定の揚棄のための闘争であることによって,その根底に横たわる労働時間に
よる価値規定-私的所有の揚嚢の闘争であるほかはないoそ㌧て同時に,この
揚棄のための闘争は潜勢 として形成された ｢社会的個体｣,｢全面的人間｣の顕
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勢化であるはかはないOマルクスの絶対的剰余価値論とはまさにこのことを語
り出そうとするものではなかろうか｡
(1980.3.5)
